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論文審査の結果の要旨
平井啓一朗提出の論文は､9員環エンジイン化合物 C-1027クロモフォア及びケダルシジンクロモフォ
アの合成研究に関する四章からなる｡強力な抗腫癌性抗生物質ケダルシジンおよび C-1027は､活性本体
であるクロモフォアと､アポタンパク質との 1:1複合体である｡C-1027クロモフォアの9員環エンジイ
ンは､正宗-Bergman環化により生 じるp-ベンザインビラジカルとの平衡下にあり､高い反応性を持っ｡
C-1027クロモフォア及びケダルシジンクロモフォアはそれぞれ､エポキシジェンジインもしくはトリエ
ンジインコア部に対 しアトロブ異性を有するアンサマクロライド及び糖部が連結 した複雑かつ特異な構造
を有 しており､その全合成は有機合成化学上極めて挑戦的な課題である.論文著者は C-1027クロモフォ
アのアミノ糖の新規合成法を確立し､多官能性 9員環コア上の3級アルコールのβ選択的グリコシル化に
成功 した｡またケダルシジンクロモフォアの保護体を初めて合成した｡本研究は､有機合成化学と天然物
化学に貢献する大きな成果である｡
第-章では､ケダルシジンおよび C-1027の構造と化学性､生物活性､その分子機構､および合成化学
上の解決すべき問題について詳細に解説した｡
第二章では､C-1027クロモフォアの全合成研究における課題を整理 し､C-1027アミノ糖部の効率的
新規合成法を開発した｡大量供給可能となったアミノ糖部を用いて､コア部のグリコシル化を検討し､ア
ミノ糖部のβ選択的な導入に初めて成功 した｡
第三章では､ケダルシジンクロモフォアの全合成研究における最後の課題である2つの2-デオキシ糖
の導入を検討 した｡合成の初期段階で糖部を導入することで､立体障害の大きいcisエーテルの構築に成
功 した｡それぞれ糖部を導入した左右のフラグメントをカップリングし､マクロライドの形成､9貞環化
を経てケダルシジンクロモフォア保護体の生成をMSスペクトルにより観測した｡
第四章では､研究成果を総括 した｡
以上､本研究は､有機合成化学および天然物合成化学の分野に画期的な貢献をするもので､自立して研
究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを示している｡ したがって､平井啓一朗提出の
博士論文は､博士 (理学)の学位論文として合格と認める｡
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